
没
理
想
論
争
注
釈
稿

(
十
二
)

〔抄
森
鴎
外
と
坪
内
遁
逼
に
よ
る
、
近
代
文
学
史
上
最
大
の
論
争
と
い
わ
れ
る

「
没
理
想
論
争
一
に
つ
い
て
の
注
釈
の
う
ち
、
遺
逼
の
鴎
外
へ
の
反
論
で
あ

重量

る
「
其
意
は
違
へ
り
」
に
つ
い
て
の
注
釈
。
「
没
理
想
論
争
」
に
つ
い
て
は
、

さ
ま
ざ
ま
に
論
じ
ら
れ
て
き
た
が
、
そ
う
し
た
論
が
細
部
の
読
み
の
共
通
理

解
の
上
で
な
さ
れ
て
い
る
か
と
い
う
と
、
必
ず
し
も
そ
う
と
は
い
え
ず
、
や

や
も
す
れ
ば
机
上
の
空
論
に
な
り
か
ね
な
い
現
状
が
あ
る
。
ま
た
、
注
釈
に

つ
い
て
も
、
こ
れ
ま
で
は
語
釈
レ
ベ
ル
に
と
ど
ま
り
、
視
点
も
個
別
作
家
の

文
学
論
と
し
て
の
見
方
に
限
定
さ
れ
が
ち
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、

其
意
は
違
へ
り

鴎
外
漁
史
の
日
は
く
「
主
観
の
情
を
卑
み
て
客
観
の
相
を
尊
む
。
こ
れ
を
『
早

稲
田
文
学
』
が
没
理
想
を
説
き
て
戯
曲
を
暗
む
所
以
と
す
。
わ
れ
は
其
の
意
を
取

り
て
其
の
言
を
取
ら
ず
。
没
理
想
は
没
理
想
に
あ
ら
ず
し
て
没
主
観
な
れ
ば
な
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語
句
の
注
釈
か
ら
出
発
し
て
、
解
釈
に
ま
で
踏
み
込
み
、
両
者
の
文
学
論
争

を
総
合
的
に
捉
え
る
こ
と
を
第
一
の
目
的
と
す
る
。
さ
ら
に
時
代
を
代
表
す

る
両
者
の
論
争
を
通
し
て
、
当
時
の
文
学
思
潮
を
探
り
、
論
争
の
文
学
史
に

対
す
る
影
響
に
つ
い
て
も
考
察
を
試
み
、
「
没
理
想
論
争
」
を
、
文
学
史
の

中
で
新
た
に
位
置
づ
け
す
る
こ
と
を
第
二
の
目
的
と
す
る
。

キ
ー
ワ
ー
ド

没
理
想
、
森
鴎
外
、
坪
内
迫
遥

り
。
」
と
。
答
へ
て
日
は
く
、
あ
ら
ず
。
漁
史
の
言
は
戯
曲
論
と
し
て
は
是
な
ら

ん
が
、
そ
の
没
理
想
を
解
釈
す
る
意
は
た
が
へ
り
。
わ
が
謂
ふ
没
理
想
は
戯
曲
を

暗
む
所
以
の
全
理
由
に
あ
ら
ず
し
て
、
績
か
に
そ
の
一
理
由
た
る
に
過
ぎ
ざ
れ
ば

な
り
。
か
る
が
故
に
、
わ
れ
は
漁
史
の
言
に
服
す
る
も
、
其
の
意
は
違
へ
り
と
い

ふ

四



没
理
想
論
争
注
釈
稿
(
十
一
一
)
(
坂
井

健

(1)
其
意
は
違
へ
り
・
『
早
稲
田
文
学
』
一

O
号
(
明
治
二
五
年
二
月
二
九
日
)
「
時

文
評
論
」
欄
、
『
烏
有
先
生
に
答
ふ
(
其
三
)
』
の
直
後
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
し

た
が
っ
て
、
こ
れ
ま
で
の
注
釈
で
は
取
り
上
げ
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
『
烏
有
先
生
に

答
ふ
』
の
補
遺
と
見
て
よ
い
。
内
容
的
に
は
、
『
柵
草
紙
』
二
七
号
(
明
治
二
四
年

一
二
月
二
五
日
)
巻
頭
の
鴎
外
論
文
『
山
房
論
文
早
稲
田
文
学
の
没
理
想
』
の

直
後
に
『
山
一
廃
論
文
付
録
其
七
』
と
し
て
掲
載
さ
れ
て
い
る
『
其
言
を
取
ら
ず
』

へ
の
反
論
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
応
す
る
形
で
書
か
れ
た
た
め
『
其
言
を
取

ら
ず
』
と
同
様
に
、
『
烏
有
先
生
へ
答
ふ
』
と
は
別
立
て
に
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら

れ
る
。
題
名
の
由
来
は
、
以
下
に
再
三
現
れ
る
「
其
の
意
は
違
へ
り
」
に
よ
る
。

鴎
外
が
遁
迄
の
戯
曲
論
の
立
場
に
は
同
意
す
る
が
、
「
没
理
想
」
と
い
う
遁
迭
の
術

語
は
取
ら
な
い
、
と
い
う
意
味
で
「
其
意
を
取
り
て
其
言
を
取
ら
ず
」
と
い
っ
た

の
を
逆
手
に
受
け
て
、
鴎
外
が
戯
曲
に
つ
い
て
述
べ
た
「
言
」
に
は
同
意
す
る
が
、

「
没
理
想
」
を
解
釈
し
た
「
意
」
は
違
っ
て
い
る
と
反
論
し
た
も
の
。

(
2
)
日
は
く
・
初
出
「
日
く
」
。
以
下
之
の
異
同
は
記
さ
な
い
。
な
お
、
初
出
と
の
異

同
は
、
他
に
句
読
点
な
ど
あ
る
が
、
句
読
点
に
つ
い
て
は
、
解
釈
に
関
わ
る
も
の

の
み
記
す
。

(
3
)
「
主
観
の
情
を
卑
み
て
客
観
の
相
を
尊
む
o

・
・
・
没
理
想
は
没
理
想
に
あ
ら
ず

し
て
没
主
観
な
れ
ば
な
り
。
」
と
。
-
「
其
の
意
」
は
初
出
「
其
意
」
。
と
れ
は
題

名
以
外
は
一
貫
し
て
い
る
。
以
下
、
こ
の
異
同
に
つ
い
て
は
記
さ
な
い
。
括
弧
内

は
『
其
言
を
取
ら
ず
』
の
引
用
。
以
下
す
べ
て
同
様
。
文
学
作
品
に
現
れ
た
作
者

の
(
特
に
登
場
人
物
に
対
す
る
)
主
観
的
な
感
情
を
排
し
て
、
客
観
的
な
作
品
の

あ
り
ょ
う
を
尊
重
す
る
が
故
に
、
遁
造
は
、
「
没
理
想
」
を
説
い
て
戯
曲
を
好
む
と

い
う
。
そ
の
考
え
方
に
は
賛
成
だ
が
、
そ
の
よ
う
な
作
品
を
「
設
理
想
」
と
表
現

す
る
の
は
お
か
し
い
。
な
ぜ
か
と
い
う
と
、
遺
遥
の
言
っ
て
い
る
「
没
理
想
」
は

作
者
の
理
想
が
現
れ
て
い
な
い
の
で
は
な
く
て
、
作
者
の
主
観
が
現
れ
て
い
な
い

あ
り
さ
ま
を
い
っ
て
い
る
か
ら
だ
。
だ
か
ら
、
治
議
の
い
う
「
没
理
想
」
は
「
没

主
観
」
な
の
だ
。
以
上
の
よ
う
な
鴎
外
の
反
論
を
引
凶
た
も
の
。

(
4
)
漁
史
の
言
は
戯
曲
践
と
し
て
は
是
な
ら
ん
が
、
そ
の
没
理
想
を
解
釈
す
る
意
は

た
が
へ
り
。
わ
が
調
ふ
没
理
想
は
戯
曲
を
噛
む
所
以
の
全
理
由
に
あ
ら
ず
し
て
、

縫
か
に
そ
の
一
理
由
た
る
に
過
ぎ
ざ
れ
ば
な
り
・
初
出
「
言
」
、
「
意
」
、
「
全
」
、

四
回

「
ご
に
黒
丸
点
。
戯
曲
は
、
作
者
の
主
観
が
現
れ
な
い
「
没
主
観
」
と
な
り
や

す
い
、
と
い
う
鴎
外
の
意
見
に
は
賛
成
だ
が
、
「
没
理
想
」
は
「
没
主
観
」
だ
と
す

る
鴎
外
の
解
釈
に
は
従
え
な
い
。
な
ぜ
か
と
い
う
と
、
自
分
の
説
く
「
没
理
想
」

は
、
戯
曲
を
よ
し
と
す
る
す
べ
て
の
理
由
で
は
な
く
て
、
ほ
ん
の
一
つ
の
理
由
に

過
ぎ
な
い
の
汚
、
の
意
。
遁
迄
は
、
『
烏
有
先
生
に
答
ふ
三
二
』
で
シ
ェ
ー
ク
ス

ピ
ア
と
近
松
と
は
、
没
理
想
と
い
う
点
で
似
て
い
る
が
、
戯
曲
家
と
し
て
の
技
量

が
同
じ
だ
と
は
考
え
て
い
な
い
、
と
い
っ
た
意
味
の
こ
と
を
述
べ
て
お
り
、
一
応

は
没
理
想
の
み
が
戯
曲
の
価
値
を
計
る
尺
度
で
は
な
い
、
と
い
う
態
度
は
示
し
て

い
る
。

鴎
外
漁
史
の
日
は
く
「
馬
琴
が
筆
力
能
く
墓
六
を
写
せ
る
に
、
猶
ほ
評
を
叙
事

の
聞
に
挿
む
こ
と
を
免
れ
ざ
り
し
は
、
婦
幼
の
た
め
に
書
を
著
す
と
い
ふ
志
し
の

卑
し
き
が
為
な
り
。
『
早
稲
田
文
学
』
が
『
八
犬
伝
』
に
あ
き
た
ら
ざ
る
所
あ
り

と
す
る
は
、
宣
に
馬
琴
が
叙
事
の
聞
に
評
を
挿
み
し
を
以
て
な
ら
ず
や
。
わ
れ
は

其
の
意
を
取
り
て
其
の
言
を
取
ら
ず
。
没
理
想
は
没
理
想
に
あ
ら
ず
し
て
没
挿
評

な
れ
ば
な
り
」
と
。
答
へ
て
日
は
く
、
あ
ら
ず
。
漁
史
が
言
は
馬
琴
の
評
と
し
て

は
是
な
ら
ん
が
、
そ
の
没
理
想
を
解
釈
す
る
意
は
違
へ
り
。
わ
れ
は
末
だ
没
挿
評

即
没
理
想
と
も
い
は
ざ
れ
ば
、
ま
た
白
評
を
だ
に
除
き
去
ら
ば
、
『
八
犬
伝
』
即

没
理
想
詩
と
も
い
は
ざ
れ
ば
な
円
。
わ
れ
は
漁
史
が
言
に
服
す
る
も
、
そ
の
没
理

想
に
於
け
る
意
は
違
へ
り
と
い
は
ん
。

(1)
馬
琴
が
筆
力
能
〈
纂
六
を
写
せ
る
に
、
猶
ほ
評
を
叙
事
の
周
に
挿
む
こ
と
を
免

れ
ざ
り
し
は
、
婦
幼
の
た
め
に
書
を
著
す
と
い
ふ
志
し
の
卑
し
き
が
為
な
り
。
-
「
志

し
」
、
初
出
「
志
」
。
馬
琴
が
『
八
犬
伝
』
の
纂
六
の
人
物
描
写
の
際
に
、
登
場
人

物
の
行
動
や
性
格
な
ど
に
つ
い
て
評
価
を
挟
み
な
が
ら
物
語
を
進
め
て
い
っ
た
の

は
、
勧
善
懲
悪
主
義
的
な
文
学
銃
を
持
っ
て
い
た
た
め
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
作



品
の
質
が
落
ち
て
い
る
と
い
う
こ
と
。
人
物
評
が
作
品
の
中
に
現
れ
る
こ
と
は
、

作
者
が
作
品
の
中
に
顔
を
出
す
こ
と
で
あ
り
、
作
者
の
考
え
が
あ
ら
わ
に
な
る
か

ら
、
読
者
は
虚
心
に
作
品
を
受
容
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
、
と
い
う
考
え
に
基
づ

く
。
次
の
「
宣
に
馬
琴
が
叙
事
の
聞
に
評
を
挿
み
し
を
以
て
な
ら
ず
や
。
」
に
続
く
。

(
2
)
漁
史
が
言
は
馬
琴
の
評
と
し
て
は
是
な
ら
ん
が
、
そ
の
没
理
想
を
解
釈
す
る
意

は
違
へ
り

0

・
初
出

J
一
一
白
」
、
「
意
」
に
黒
丸
点
。

(
3
)
末
だ
・
初
出
「
未
だ
」
。
底
本
遁
逢
選
集
の
誤
植
。

(
4
)
自
評
を
だ
に
除
き
去
ら
ぱ
、
『
八
犬
伝
L

即
没
理
想
詩
と
も
い
は
ざ
れ
ば
な
り
。

-
澄
洛
の
い
う
没
理
想
と
は
、
後
に
寸
作
者
の
理
想
l
極
致
と
す
る
意
見
の
見

れ
ざ
る
を
い
へ
ば
な
り
」
と
あ
る
よ
う
に
、
作
者
の
よ
し
と
す
る
人
生
観
が
表
に

出
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。
登
場
人
物
に
つ
い
て
の
評
価
を
差
し
控
え
た
と
こ
ろ

で
、
物
語
全
体
に
人
生
観
が
現
れ
て
い
れ
ば
、
そ
れ
は
没
理
想
と
は
い
え
な
い
こ

と
に
な
る
。

鴎
外
漁
史
の
日
は
く
「
シ
ェ
ー
ク
ス
ピ
ヤ
の
作
の
造
化
に
似
た
る
は
、
曲
中
の

人
物
、
一
々
無
意
識
界
よ
り
生
れ
い
で
て
、
お
の
/
¥
其
の
個
想
そ
具
へ
た
れ
ば

な
り
。
そ
の
作
の
自
然
に
似
た
る
は
作
者
の
才
、
様
に
依
り
て
胡
鹿
を
画
く
世
の

類
想
家
に
立
ち
越
え
た
り
け
れ
ば
な
り
。
『
早
稲
田
文
学
』
は
是
れ
に
縁
り
て
、

シ
ェ
ー
ク
ス
ピ
ヤ
を
没
理
想
な
り
と
す
。
わ
れ
は
其
の
意
を
取
り
て
其
の
言
を
取

ら
ず
。
没
理
想
は
没
理
想
に
あ
ら
ず
し
て
没
類
想
な
れ
ば
な
り
」
と
。
答
へ
て
日

は
く
、
あ
ら
ず
。
漁
史
の
言
は
シ
ェ
ー
ク
ス
ピ
ヤ
の
評
と
し
て
は
是
な
ら
ん
が
、

そ
の
没
理
想
を
解
釈
す
る
意
は
た
が
へ
り
。
わ
が
所
謂
没
理
想
は
、
投
類
想
に
は

あ
ら
ず
し
て
、
作
者
の
理
想
i
極
致
と
す
る
意
見
ー
の
見
れ
ざ
る
を
い
へ
ば
な
り
。

漁
史
が
シ
ェ
ー
ク
ス
ピ
ヤ
を
評
し
て
没
類
想
の
作
家
な
り
と
い
ふ
。
其
の
言
は
ま

こ
と
に
妙
な
り
。
審
美
に
甚
深
の
学
者
な
ら
で
、
誰
れ
か
は
此
の
如
き
妥
当
名
目

を
作
ら
ん
。
わ
れ
深
く
其
の
言
の
佳
な
る
を
悦
ぶ
。
さ
れ
ど
、
其
の
没
理
想
を
解
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釈
す
る
意
は
違
へ
り
。

(
l
)
シ
ェ
ー
ク
ス
ピ
ヤ
の
作
の
造
化
に
似
た
る
は
、
曲
中
の
人
物
、
一
々
無
意
識
界

よ
り
生
れ
い
で
て
、
お
の
/
¥
其
の
個
想
を
具
へ
た
れ
ば
な
り
。
・
自
然
が
無
限

か
つ
多
様
で
、
個
々
の
事
物
が
一
つ
一
つ
個
性
を
も
っ
て
生
き
生
き
と
し
て
い
る

の
は
、
無
意
識
か
ら
生
ま
れ
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
前
提
に
立
ち
、
シ
ェ
ー
ク
ス

ピ
ア
の
作
品
が
優
れ
て
い
る
の
は
、
戯
曲
中
の
人
物
が
無
意
識
か
ら
生
れ
、
一
人

一
人
個
性
を
も
っ
て
生
き
生
き
と
し
て
い
る
か
ら
だ
、
の
意
。

(
2
)
様
に
依
り
て
胡
慮
を
画
〈
世
の
類
想
家
・
類
型
化
さ
れ
た
形
で
ひ
ょ
う
た
ん
を

描
く
画
家
。
い
わ
ゆ
る
俳
画
の
よ
う
な
も
の
を
思
い
浮
か
べ
る
と
良
い
だ
ろ
う
。

(
3
)
漁
史
の
言
は
シ
ェ
ー
ク
ス
ピ
ヤ
の
評
と
し
て
は
是
な
ら
ん
が
、
そ
の
没
理
想
を

解
釈
す
る
意
は
た
が
へ
り
。
-
「
漁
史
の
言
」
は
、
初
出
「
漁
史
が
一
言
L

。
「
言
」
、

「
意
」
に
黒
丸
点
。

(
4
)
作
者
の
理
想
l
極
致
と
す
る
意
見
i
・
初
出
「
作
者
の
理
想
(
極
致
)
」
。
前
述

し
た
よ
う
に
、
作
者
が
よ
し
と
す
る
人
生
観
の
こ
と
。

曲
師
外
漁
史
の
日
は
く
「
悟
は
大
道
な
り
、
学
は
迂
蕗
な
り
。
ま
こ
と
や
、
成
心

は
悟
の
道
の
稲
麻
竹
園
に
し
て
、
学
の
道
の
荊
聴
な
れ
ば
、
誰
れ
か
は
是
れ
を
破

り
、
こ
れ
を
除
か
む
こ
と
を
欲
せ
ざ
ら
む
。
然
り
と
て
、
理
を
談
ず
る
を
聞
く
こ

と
を
だ
に
能
は
ざ
る
世
の
昧
者
に
、
成
心
あ
ら
せ
じ
と
願
ひ
て
、
唯
々
実
を
記
し

た
る
の
み
を
見
て
悟
れ
と
い
は
ん
は
、
お
そ
ら
く
は
難
題
な
ら
ん
。
『
早
稲
田
文

学
』
が
大
道
を
説
〈
は
善
し
、
わ
れ
宣
に
其
の
意
を
取
ら
ぎ
ら
ん
や
。
さ
れ
ど
、

其
の
言
は
即
ち
我
が
取
ら
ざ
る
所
な
り
。
故
い
か
に
と
い
ふ
に
、
『
早
稲
田
文

学
』
は
読
者
の
没
理
想
を
命
に
し
て
言
を
立
て
つ
れ
ど
、
所
謂
没
理
想
は
没
理
想

に
あ
ら
ず
し
て
、
没
成
心
な
れ
ば
な
り
」
と
。

四
五



没
理
想
論
争
注
釈
稿
(
十
一
一
)
(
坂
井

健

(
1
)
稲
麻
竹
園
・
稲
麻
竹
葦
の
誤
。
鴎
外
の
寸
早
稲
田
文
学
の
没
理
想
」
(
『
柵
草

紙
』
二
七
号
、
明
治
二
四
年
一
二
月
)
で
は
、
「
稲
麻
竹
園
」
、
の
ち
の
『
月
草
』

で
は
、
「
葦
」
と
な
っ
て
い
る
。
法
華
経
の
中
の
語
。
稲
、
麻
、
竹
、
葦
が
群
が
っ

て
入
り
乱
れ
る
よ
う
す
。
こ
こ
で
は
、
成
心
す
な
わ
ち
先
入
観
が
入
り
乱
れ
て
、

悟
り
を
妨
げ
る
こ
と
を
い
う
。

(
2
)
唯
々
・
初
出
「
唯
」
。

答
へ
て
日
は
く
、
あ
ら
ず
。
漁
史
が
没
成
心
の
言
論
は
、
い
と
高
し
と
い
へ
ど
も
、

そ
の
没
理
想
と
記
実
と
の
関
係
を
解
釈
す
る
意
は
た
が
へ
り
。
わ
れ
い
ま
だ
「
時

文
評
論
」
を
読
ま
ん
人
に
向
か
ひ
て
、
頓
悟
せ
よ
と
命
じ
つ
る
こ
と
も
無
げ
れ
ば
、

直
ち
に
帰
納
せ
よ
と
い
ひ
つ
る
こ
と
も
無
く
、
は
た
読
者
の
没
理
想
を
命
に
し
つ

る
こ
と
も
な
げ
れ
ば
な
り
。
か
る
が
故
に
、
わ
れ
は
漁
史
の
言
に
服
し
て
、
其
の

意
を
違
へ
り
と
い
ふ
。

(
1
)
冒
酋
・
初
出
黒
丸
点
。

(
2
)
意
・
初
出
黒
丸
点
。

(3)
わ
れ
い
ま
だ
「
時
文
評
蛤
」
を
醗
ま
ん
人
に
向
か
ひ
て
、
頓
悟
せ
よ
と
命
じ
つ

る
こ
と
も
無
け
れ
ば
、
直
ち
に
帰
納
せ
よ
と
い
ひ
つ
る
こ
と
も
無
〈
、
は
た
醗
者

の
没
理
想
を
命
に
し
つ
る
こ
と
も
な
げ
れ
ば
な
り
。
-
寸
時
文
評
論
」
は
そ
の

折
々
の
文
学
評
論
の
意
の
普
通
名
調
で
あ
る
が
、
当
時
の
文
学
雑
誌
に
は
大
抵
設

け
ら
れ
て
い
た
。
こ
こ
で
は
『
早
稲
田
文
学
』
の
文
芸
評
論
欄
を
指
す
。
な
お
、

遁
逢
は
、
「
我
れ
に
あ
ら
ず
し
て
汝
に
あ
り
」
(
『
早
稲
田
文
学
』
三
号
、
明
治
二
四

年
一
一
月
)
で
「
読
者
よ
、
「
時
文
評
論
」
の
第
何
十
頁
に
明
治
文
学
の
活
機
が
現

れ
た
る
か
と
詰
問
す
る
こ
と
を
休
め
よ
。
活
機
の
在
否
は
我
が
評
論
の
紙
上
に
あ

ら
ず
し
て
汝
が
公
平
な
る
眼
中
に
あ
る
べ
し
。
「
時
文
評
論
」
の
第
何
篇
に
、
明
治

文
学
大
帰
一
、
大
調
和
の
策
あ
る
ぞ
と
問
ふ
こ
と
勿
れ
。
其
の
大
帰
一
の
無
上
の

良
策
は
、
我
が
文
章
の
上
に
あ
ら
ず
し
て
、
汝
が
没
理
想
の
心
中
に
こ
そ
あ
る
べ

砂
れ
。
」
と
い
っ
て
お
り
、
鴎
外
の
批
判
は
こ
れ
を
受
け
て
い
る
。

四
六

漁
史
は
方
今
の
文
壇
に
於
け
る
審
美
学
者
の
泰
斗
た
り
。
わ
れ
は
漁
史
の
教
へ

に
よ
り
て
、
益
を
得
つ
る
こ
と
己
に
あ
ま
た
〉
ぴ
に
及
び
ぬ
。
わ
れ
は
漁
史
の
説

ひ
と
り
没
理
想
に
対
す
る
漁
史
が
解
は
、

に
服
せ
ず
と
い
は
ん
や
。
然
れ
ど
も
、

わ
れ
い
ま
だ
服
す
る
能
は
ず
。
造
語
の
不
穏
な
る
に
困
る
と
い
へ
ど
も
、
所
調
没

理
想
を
解
釈
す
る
に
当
り
て
は
、
漁
史
の
意
と
わ
が
意
と
相
背
け
ば
な
り
。

(1)
わ
れ
は
漁
史
の
教
へ
に
よ
り
て
、
益
を
得
つ
る
こ
と
己
に
あ
ま
た
・
ぴ
に
及
び

ぬ
。
・
「
教
へ
」
は
初
出
「
教
」
。
遁
遁
は
「
烏
有
先
生
に
謝
す
」
(
『
早
稲
田
文

学
』
七
号
、
明
治
二
五
年
一
月
一
五
日
)
、
「
没
理
想
の
語
義
を
弁
ず
」
(
『
早
稲
田

文
学
』
八
号
、
明
治
一
一
五
年
一
月
三

O
日
)
に
お
い
て
、
自
己
の
「
没
理
想
」
と

い
う
術
語
の
定
義
、
用
い
方
が
不
適
切
で
あ
っ
た
と
認
め
て
、
訂
正
し
て
い
る
が
、

こ
れ
を
を
指
す
。

わ
れ
己
に
烏
有
先
生
に
答
へ
て
、
没
理
想
の
方
便
に
し
て
、
わ
が
目
的
に
は
あ

ら
ざ
る
由
を
こ
と
わ
り
、
ド
ラ
マ
を
評
判
す
る
語
と
し
て
も
、
そ
が
全
相
を
評
し

た
る
に
は
あ
ら
で
、
わ
づ
か
に
一
相
を
指
し
た
る
な
り
と
弁
じ
き
。
か
る
が
故

〉
に
は
唯
々
漁
史
と
わ
れ
と
、
其
の
意
の
相
違
へ
る
所
以
を
い
ふ
。

(1)
わ
れ
己
に
烏
有
先
生
に
答
へ
て
、
没
理
想
の
方
便
に
し
て
、
わ
が
目
的
に
は
あ

ら
ざ
る
由
を
ニ
と
わ
り
・
遁
迄
は
「
烏
有
先
生
に
謝
す
」
に
お
い
て
す
で
に
寸
没

理
想
は
方
便
の
み
、
目
的
に
あ
ら
ず
。
」
と
述
べ
て
い
る
が
、
直
後
の
記
述
と
対
に

な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
こ
で
は
主
に
「
烏
有
先
生
に
答
ふ
」
の
中
の
説
明
を

指
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
「
烏
有
先
生
に
答
ふ
」
の
中
で
治
迄
は
、
先
入
観
に
満

ち
満
ち
た
明
治
の
批
評
家
た
ち
を
戒
め
、
先
入
観
を
無
く
す
た
め
の
き
っ
か
け
を

作
る
た
め
の
手
段
と
し
て
没
理
想
の
評
論
を
心
が
砂
る
の
だ
、
と
い
っ
た
意
味
の

こ
と
を
述
べ
て
い
る
。



(2)
ド
ラ
マ
を
評
判
す
る
語
と
し
て
も
、
そ
が
全
相
を
評
し
た
る
に
は
あ
ら
で
、
わ

づ
か
に
一
棺
を
指
し
た
る
な
り
と
弁
じ
き
。
-
「
語
」
は
、
初
出
「
詞
」
。
「
烏
有

先
生
に
答
ふ
」
の
中
で
、
戯
曲
を
批
評
す
る
場
合
に
し
て
も
、
そ
の
す
べ
て
の
点

に
つ
い
て
い
っ
た
も
の
で
な
く
、
作
者
の
人
生
観
に
つ
い
て
述
べ
た
も
の
で
あ
る
、

と
い
っ
た
意
味
の
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
前
の
「
わ
が
謂
ふ
没
理
想
は
戯
曲
を
曙

む
所
以
の
全
理
由
に
あ
ら
ず
し
て
、
績
か
に
そ
の
一
理
由
た
る
に
過
ぎ
ざ
れ
ば
な

り
。
」
と
同
様
。

(3)
唯
々
・
初
出
「
唯
」
。

(
4
)
其
の
意
の
・
初
出
「
其
意
」
。

(
さ
か
い

た
け
し

日
本
語
日
本
文
学
科
)

二
O
O
一
年
十
月
十
七
日
受
理

文
学
部
論
集

第
八
六
号
(
二

O
O二
年
三
月
)

四
七


